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1(c) DENKOSHA Corporation

水分不足による健康障害、パフォーマンスの低下

■ 水分補給の現状と影響

⚫ 近年の温暖化による熱中症をはじめとする健康障害や仕事･学習･運動等のパ

フォーマンスの低下は水分不足の影響が考えられる

⚫ 人間の体は約60%の水でできており、汗･尿･呼気･皮膚を通じて1日約2.5ℓの水

分が失われている。食事等で体内に作られる水分は1.3ℓで、そのため一般的には1

日に1.2ℓの水を飲む事が推奨されている

⚫ 何かに集中しているときは水分補給を忘れがちであるが、水分が不足すると熱中症、

心筋梗塞、脳梗塞等の健康障害や学習能力、仕事、運動機能等のパフォーマンスが

低下する。故に症状が起こる前にこまめに水分補給する様に働きかけが必要である

⚫ また意外かもしれないが、冬も水分補給に注意すべき季節である（乾燥、風邪･ウイ

ルス、気温が低いためのどの渇きが自覚しにくい等）

どこでも簡単に水分補給したいのが本音

出典：厚生労働省

■ 図解：人間の１日の水分消費量と必要補給量

出典：ウェザーニュース

■ 冬が多い心筋梗塞、脳卒中の年間月別データ



2(c) DENKOSHA Corporation

水分補給できる環境を増やす

■ 解決方法と課題

⚫ 某自治体では、外出時の一時休憩所を設置して飲料水の提供や近隣のお店と提携して利用客に無料でマイボトルに飲料水を入れてもらえ

る取り組みをしている。また世界では「水のグーグルマップ」として無料給水アプリを創設している（日本mymizu、オランダ発Tap、イギリ

ス発Refill）

⚫ 自治体の働きかけで、給水スポットとして無料で飲料水を提供しているお店もある

⚫ 給水スポットや飲料水サービスに協力いただける施設・事業所を募集し、普及をめざしている

■ mymizuアプリ

出典：mymizu

もっとたくさん給水スポットがあればいいのだが

出典：東京都水道局

■ 東京都設置の無料給水機
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■ 自治体、企業の展望

各自治体、企業の給水環境整備･増設の取り組み

⚫ 無料給水スポットを広げるため、支援していただく多くの企業スポンサーが必要である（例） 無印良品：無料給水機設置

⚫ 公園、公共施設、駅、商業施設等のあらゆる場所で誰でも自由に無料で利用できるように給水場を拡張して活用

⚫ 企業、お店が給水パートナーとして支援する

⚫ 企業が給水パートナーとして貢献することで、SDGsに取り組むことになり、結果的に来客者の増加、ブランド宣伝になる

給水支援してもらえるスポンサーに活路あり

出典：PR TIMES

■ 無印良品 無料給水機 ■ 給水パートナー

出典：mymizu
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■ 参照・引用資料

⚫ 本レポートに掲載された内容は作成日における情報に基づくものであり、予告なしに変更される場合があります。

⚫ 本レポートに掲載された情報の正確性・信頼性・完全性・妥当性・適合性について、いかなる表明・保証をするものではなく、一切の責任又は義務を負わないものとします。

⚫ 本レポートの配信に関して閲覧した方が本レポートを利用したこと又は本レポートに依拠したことによる直接・間接の損失や逸失 利益及び損害を含むいかなる結果についても責任を負いません。

⚫ 本レポートに関する知的所有権は株式会社電巧社に帰属し、許可なく複製、転写、引用等を行うことを禁じます。

⚫ 厚生労働省,「健康のため水を飲もう」推進運動,2024年7月9日閲覧, （厚生労働省）

⚫ 怖い冬の3大病、危険因子とは？,2019年2月1日,（ウェザーニュース)

⚫ くらしと水道,（東京都水道局）

⚫ 「給水」で、世界を変えよう。, 2024年7月9日閲覧,(一般社団法人Social Innovation Japan)

⚫ 給水パートナーになろう。 , 2024年7月9日閲覧,(一般社団法人Social Innovation Japan)

⚫ ペットボトルからアルミ缶への切り替えと水プロジェクト活動拡大のお知らせ 「みずから、はじめよう。」, 2021年4月22日,（ＰＲ TIMES 株式会社良品計画）
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脱炭素経営とは、再生可能エネルギーを創る「創エネ」、使う電気を減

らす「省エネ」、創った電気を貯める「蓄エネ」を うまく活用し、会社・事業

で排出する温室効果ガス「0」を目標にする経営のこと。

中小企業の私たちにも、できる取り組みが沢山あることを伝えたい。

このような想いで、 90年以上「電気」に向き合ってきた電巧社ならでは

のアイデアが詰まった創エネ、省エネ、蓄エネのソリューションをお伝えで

きる情報を、当サイトで発信しております。

DEレポートに関するお問い合わせ先はこちらへ

https://www.mlit.go.jp/common/830006060.pdf
https://weathernews.jp/s/topics/201901/300185/
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